
Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

実車紹介

商品概要

付属品

オプション

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

なし

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
本資料の改変、写真およびイラストの複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

●マイクロエース客車シリーズのさらなる充実
●A7254(2023年10月出荷)を基にしたバリエーション製品
●ぶどう色2号をまとったオロネ10の1960年代前半までの姿
●2等級化後、等級帯が淡緑6号、帯内の「寝台」標記が青15号になった1961年以降の姿
●客用扉上の行灯に「1等寝台」を印刷

　画期的な軽量構造で一世を風靡した10系客車は1960年代以降さまざまな派生系列が生まれまし
た。2等寝台車として1959年から製造されたのがオロネ10です。当時の優等寝台車はマロネ40、マロ
ネ41の「元1等寝台車」のほかにスロネ29、スロネ30といった区分室式、非冷房の2等寝台車が運用さ
れていましたが、経年の進行のほかに寝台幅や空調装備の面で見劣りがすることからあらたにプルマン式、
20系客車に準じた冷房装置付として設計されました。
　従来の2等寝台車と比べて各段に居住性が向上したオロネ10は大人気となり、合計で97両が登場、
1960~1970年代の国鉄の夜行急行列車にはおおむね連結されている姿が見られました。
　製品は非常口窓が当初から開き戸として落成した後期型で、ぶどう色2号に塗装されていた姿を再現
しています。2等寝台車は1960年の2等級化により1等寝台車に改称、翌年には車体側面窓下の等
級帯が淡緑6号に変更されて活躍しました。

対応なし

オロネ10-2078 ※本製品に動力車は含まれません。走行には別途機関車が必要です。

ブリスターパッケージ入（カートン入数：24）

A7261 オロネ10-2078　ぶどう色(淡緑帯)
予価：￥5,500（本体価格￥5,000）

2024年12月

商品内容

※イラストはイメージです

幅広室内灯
(G0001/G0002/G0003/G0004)


